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【取り扱い】 本資料の発表をもって解禁

応急対策を実施中。委員会を設立し抜本的な対策を検討
＜ 立ヶ花狭窄部～村山橋間における桜づつみ等の覆土変状 ＞
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【問い合せ先】
国土交通省北陸地方整備局
千曲川河川事務所 026(227)7611

副所長（技術）河原 武志（かわはら たけし）

工務課長 清水 喜博（しみず よしひろ）

【配布先】
○長野県庁会見場
○長野市政記者クラブ
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【千曲川河川事務所
X（旧twitter）】

【千曲川河川事務所
緊プロHP 】

6月4日に実施した職員等による堤防強化区間の点検を踏まえ、芝の生育・活着が不足している法面等
について、予防保全的な応急対策を実施中です。

なお、具体的な応急対策としては、①張芝の目串の打ち増し、②張芝への肥料散布＋散水、③ブルー
シート養生、④桜の土留柵部の養生 を行う予定です。

（GW前(4/26)には、左岸桜づつみ天端のブルーシート養生による雨水浸透対策を実施済み）

また、これまで変状等が発生した箇所で対策後に再変状するなど抜本的な課題解決に至っていないこと
から、変状の原因やメカニズムを把握し、想定される変状における対策工法の検討が急務となっています。

今回、学識者からなる「千曲川覆土変状要因調査検討委員会」を設立し、技術的助言をいただきながら
抜本的な対策を検討、実施していきます。

桜づつみ

＜職員等による法面点検状況 左岸川裏 R6.6.4＞ ＜法面応急対策のイメージ＞

■法面等の応急対策
①張芝の目串の打ち増し、②張芝への肥料散布＋散水
③ブルーシート養生、④桜の土留柵部の養生

＜張芝への肥料散布等＞

＜雨水浸透 応急対策＞

＜覆土変状の状況＞

雨水浸透
応急対策済み
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